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 ７月の目標 

 

 

生活：ものを大切にしよう  

保健：夏を元気に過ごそう 

給食：好き嫌いをしないで食べよう  

校 長  永 倉 仁 貴   本城小ＨＰ https://honjo.synapse.kagoshima.jp/    

〒８９５－２８１３   伊佐市菱刈南浦３４４９   ☎０９９５－２６－００５４  

充実した夏休みを 

令和７年度の 1 学期が終わります。保護者、地域の皆様には、本校の活動を支えていただきあ

りがとうございました。子供たちは、しばらく学校を離れますが、夏休みに自分のやりたいこと

に突進して、それぞれの家庭・地域でパワーアップしてくれることを期待しています。 

教育基本法第十条「家庭教育」には、｢父母その他の保護者は、子の教育について第一義的責任

を有するものであって、生活のために必要な習慣を身に付けさせるとともに、自立心を育成し、

心身の調和のとれた発達を図るように努めるものとする｣とあります。自然に触れ楽しむ体験や普

段会えない親戚や友達との交流、興味のあることや趣味に没頭する活動などができるように、子

供たちを支えていただきますようお願いいたします。また、安全については地域の皆様とともに

見守りをお願いいたします。 

「子供の頃は夏休みがあんなに長く感じたのに、大人になると 1 年があっという間に過ぎる」

と感じたことがありませんか。この感覚に心理学的な説明を与えてくれるのが｢ジャネーの法則｣

です。時間の心理的長さは、年齢に反比例するというもので、具体的には、40 歳の 40 日は、10 歳

の子供にとって 160 日（４倍）に感じているということです。ですから、大人が「見通しをもって

計画的に…」と言っても、なかなかそうできないのも頷けます。コツは、１週間、10 日間など、

短期の目標やゴールを決めて過ごさせることです。ぜひ、お試しください。 

 

◆◆◆◆◆ お知らせ・お願い ◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９／10（水） 家庭教育学級 ｢利き手でない手

で名前書き｣など

のアイスブレイクを

交えながら、体験

的に活動します。 

保護者だけでなく、

地域の皆様も参加で

きます。 

このワークショップは、伊佐市独自の、子どもたち

の男女共同参画「学びの広場」事業です。自分も他者

も大切にできる子供の育成を目指しています。 

多数のご参加をお願いいたします。 

児童や教職員も同

様のプログラムを実

施し、学校・家庭・地

域が一体となった取

組を進めます。 
ワークショップ体験者の感想 

｢私自身も感情的に子供に対して『だめで

しょ』『静かにしなさい』と命令口調になる

ことが多いので『Ｉメッセージ』を心がけて

過ごしたいと思う。｣ 

https://honjo.synapse.kagoshima.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 日（金）終業式  19（土）緑の少年団交流会（高熊山緑の少年団との交流会） 

 

１日（金）フレンズ会９時～10 時 

２日（土）夏休み親子文化教室 

13 日（水）学校閉校日  14 日（木）学校閉校日  15 日（金）学校閉校日 

21 日（木）登校日    22 日（金）平川動物公園 体験活動研修 

27 日（水）フレンズ会９時～10 時 

 

 

 南永小から全校児童 9 人＋３頭（１年生：１人、３年生：２人、４年生：１人、５年生 1

人、６年生４人と南ちゃん家族３頭）が本城小に来校しました。一緒に教科学習を進めたり、

体育館でゲームをしたりして楽しいひとときを過ごしました。（南ちゃん親子は、学校の雑

草を腹一杯食べてくれました）普段から少人数で学校生活を送っている南永小の子供たちに

とっては、緊張感もあったかと思いますが、堂々と発表する姿や楽しそうな笑顔がたくさん

見られました。本城小の子供たちにとっても学びの多い交流学習となりました。互いの子供

たちにとって、とてもよい思い出になったようです。 

 

 

  

種まきをして、大きくなったお米の苗をついに植えました。大きく青々とした苗を田んぼ

へ運び、亀割さんの指導のもと、５年生全員でかけ声をかけながら田植えをしました。田ん

ぼには裸足で入ると「ぬるぬるする～」「足が抜けない！」と叫びながらも楽しみにしていた

だけあって、田植えには真剣に丁寧に取り組みました。 

亀割さんとお手伝いに来てくださった荒武さんが見守る中、張られた紐のポイントに合わ

せ、次々に苗を植えました。大きく育ち、美味しいお米の収穫までこれからもその生長を見

守っていきます。★田んぼのお隣の谷口さん（クリーニング店）には、手・足洗いの水道を使

わせてもらったり、たくさんの差し入れ（ジュースやお菓子）をいただいたりしました。 

毎年、本当にありがとうございます！ 

亀割浩介さんにはお忙しい中， 

大変お世話になりました。 

６月 27 日（金）選書会 図書室の蔵書に加える本を
子供たちが、自分で選んでいきました。子供たちが選ん
だ本は、全て購入して図書室に置くことになります。子
供たちには、本好き・読書好きになってほしいですね。 


